
説
明
会
に
３
法
人

鶴
岡
市
は
来
年
度
か
ら

藤
島
こ
り
す
保
育
園
の
民

営
化
を
実
施
す
る
方
針
で
、

指
定
管
理
者
の
公
募
を
６

月

日
か
ら
７
月

日
の

29

28

期
間
で
お
こ
な
い
、
８
月

上
旬
に
選
定
委
員
会
で
審

査
を
行
い
９
月
議
会
に
提

案
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

７
月
２
日
に
お
こ
な
わ

れ
た
説
明
会
に
は
、
藤
島

い
な
ば
幼
稚
園
や
藤
島
児

童
館
を
運
営
し
て
い
る
学

校
法
人
い
な
ば
学
園
と
、

特
養
ホ
ー
ム
ふ
じ
の
花
荘

を
運
営
し
て
い
る
社
会
福

祉
法
人
ふ
じ
の
里
、
加
茂

地
区
の
立
正
保
育
園
を
運

営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法

人
立
正
会
の
３
法
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら

保
護
者
に
対
す
る
民
営
化

の
説
明
会
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
十
分
な
理
解

は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

指
定
管
理
を
受
け
る
法

人
に
と
っ
て
も
、
保
育
士

の
採
用
や
大
規
模
保
育
園

の
保
育
体
制
の
検
討
な
ど

十
分
な
準
備
期
間
が
な
い

ま
ま
手
を
上
げ
る
事
態
と

な
っ
て
お
り
、
市
の
早
急

な
進
め
方
に
不
安
の
声
も

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
保
育
の
問
題

藤
島
こ
り
す
保
育
園
は

３
歳
児
～
５
歳
児
を
保
育

し
、
定
員
２
２
０
人
で
県

内
最
大
規
模
で
す
。

現
在
入
所
児
童
数
は
１

８
８
人
、
３
歳
児
４
ク
ラ

ス
、
４
・
５
歳
児
各
３
ク

ラ
ス
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
保
育
園
は
、
一

人
の
子
ど
も
の
目
か
ら
見

れ
ば
２
０
０
人
前
後
の
集

団
は
大
変
な
脅
威
で
、
多

人
数
に
慣
れ
る
ま
で
き
め

細
か
な
保
育
体
制
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
に
目
が

行
き
届
く
」
保
育
も
難
し

く
、
職
員
数
も
多
く
な
り
、

職
員
間
の
意
思
統
一
や
連

携
な
ど
の
円
滑
さ
に
課
題

が
多
く
な
り
ま
す
。

以
前
の
児
童
館
保
育
に

あ
っ
た
地
域
や
小
学
校
と

の
連
携
も
薄
く
、
家
庭
の

子
育
て
支
援
に
果
た
す
役

割
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

行
革
に
よ
る
民
営
化

保
育
所
の
民
営
化
は
、

行
財
政
改
革
に
よ
る
市
職

員
の
削
減
を
目
的
に
、
民

間
に
安
い
人
件
費
で
保
育

を
担
わ
せ
る
も
の
で
す
。

市
の
５
つ
の
公
設
民
営

の
保
育
所
で
は
、
常
勤
保

育
士
の
う
ち
正
規
職
員
は

４
割
で
非
正
規
は
６
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
の
現
場
で
は
経
験

が
も
の
を
言
う
場
面
が
非

常
に
多
く
、
保
育
士
が
豊

か
な
経
験
を
積
ん
で
い
く

あ
る
程
度
安
定
し
た
期
間

が
必
要
で
、
不
安
定
雇
用

の
非
正
規
で
は
難
し
く
な

り
ま
す
。

行
革
に
よ
る
民
営
化
は
、

賃
金
水
準
の
低
下
や
待
遇

悪
化
を
も
た
ら
し
、
人
口

減
少
や
地
域
の
衰
退
、
市

民
の
貧
困
化
を
招
き
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
を
保
障

す
る
保
育
の
公
的
責
任
は

大
き
く
、
民
営
化
で
は
行

政
の
責
任
が
果
た
せ
ま
せ

ん
。
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藤
島
歴
史
公
園
の
開
園

式
が

日
午
前

時
か
ら

22

10

開
催
さ
れ
、
日
本
一
ふ
じ

の
里
づ
く
り
推
進
委
員
会

（
小
野
寺
裕
会
長
）
に
よ

る
開
園
記
念
祝
賀
会
が
午

後
６
時
か
ら
藤
島
地
域
活

動
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
す
。

歴
史
公
園
は
平
成

年
23

度
に
住
民
参
加
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
お
こ
な

わ
れ
基
本
計
画
と
基
本
設

計
を
策
定
し
、

年
度
に

24

実
施
設
計
、

年
度
に
用

25

地
取
得
と
電
柱
移
設
補
償

及
び
土
地
造
成
、

年
度

26

に
公
園
整
備
が
完
了
し
、

年
度
繰
越
明
許
と
し
て

26ト
イ
レ
、
あ
ず
ま
や
、
芝

生
等
の
工
事
が
発
注
さ
れ
、

年
度
に
案
内
板
と
周
囲

27柵
工
事
が
完
了
し
、
総
事

業
費
は
約
３
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

鶴岡市の公設保育所 （ )内は指定管理開始日
いずみ保育園 羽黒町市野山

公 大東保育園 羽黒町手向
設 かたばみ保育園 家中新町
公 西部保育園 新海町
営 南部保育園 美原町
こりす保育園 藤の花一丁目
藤島くりくり保育園 藤島字笹花
朝日保育園 朝日ぶなの木会 下名川字落合

公 （Ｈ25.4）
設 貴船保育園 羽黒百寿会（Ｈ21.4）羽黒町後田
民 東部保育園 恵泉会（Ｈ22.4） 日出一丁目
営 松原保育園 恵泉会（Ｈ18.4） 宝町
由良保育園 由良保育園運営委員 由良１丁目

会（Ｈ16.4）

藤
島
こ
り
す
保
育
園
（
藤
の
花
１
丁
目
）

新
町
橋
歩
道
橋
の
撤
去

都
市
計
画
道
路
藤
島
駅

笹
花
線
の
未
整
備
区
間
に

つ
い
て
、
新
町
橋
東
側
は

用
地
買
収
が
終
わ
り
、
８

月
着
工
、
降
雪
前
ま
で
完

了
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

新
町
橋
は
長
寿
命
化
工

事
を
お
こ
な
い
生
か
し
ま

す
が
、
北
側
に
新
た
に
歩

道
橋
を
設
置
し
、
そ
の
後
、

県
で
は
南
側
の
歩
道
橋
を

撤
去
も
し
く
は
市
に
払
い

下
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
払
い
下
げ
を
受

け
て
も
５
年
に
１
度
の
点

検
に

万
円
、

年
に
１

30

10

度
の
塗
り
替
え
に
３
０
０

万
円
、
将
来
撤
去
す
れ
ば

１
５
０
０
万
円
な
ど
市
の

負
担
が
生
ま
れ
る
と
し
て

お
り
、
市
民
に
撤
去
の
理

解
を
求
め
る
考
え
で
す
。



荘
内
日
報

日
付
に
よ

12

る
と
、
９
、

日
に
全
国

10

史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会

東
北
地
区
総
会
・
研
修
会

が
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

で
開
か
れ
、
研
修
会
で
文

化
庁
の
浅
野
啓
介
文
化
財

調
査
官
が
「
近
代
の
史
跡

と
旧
東
田
川
郡
役
所
に
つ

い
て
」
と
題
し
講
演
し
ま

し
た
。

そ
の
な
か
で
、「
旧
東
田

川
郡
役
所
・
郡
会
議
事
堂

に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る

郡
役
所
と
し
て
は
役
所
と

郡
会
議
事
堂
の
両
方
が
残

る
の
は
唯
一
か
も
し
れ
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

筆
者
は
か
つ
て
『
民
報

藤
島
』
に
同
じ
よ
う
な
見

解
を
書
き
ま
し
た
。

は
か
ら
ず
も
「
お
墨
付

き
」
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
現
地
研
修
と
し
て

参
加
者
が
視
察
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

最
近
確
認
さ
れ
た
庄
内

唯
一
現
存
す
る
鷺
畑
山
古

墳
群
と
と
も
に
、
藤
島
地

区
の
史
跡
と
し
て
大
切
に

保
存
・
活
用
し
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。(

青
山)

彼
等
の
本
音
が
出
た

今
、
自
公
が
成
立
を
急

い
で
い
る
平
和
で
安
全
と

名
を
つ
け
た
法
律
案
は
、

も
の
法
律
を
１
つ
で
処

11理
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん

で
、
当
然

時
間
か
け
れ

80

ば
よ
い
な
ん
て
モ
ン
ジ
ャ

な
い
ん
だ
ヨ
。
時
間
を
掛

け
る
程
危
険
性
が
見
つ
か

る
。

▼
提
案
者
側
、
過
半
数
の

議
員
は
危
険
性
の
全
部
が

分
か
っ
て
い
る
ん
で
す
か

ネ
ー
。
案
外
ツ
ブ
サ
に
は

読
ん
で
な
い
、
ナ
ン
テ
か
。

▼
国
民
に
は
テ
イ
ネ
イ
に

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ナ
ン
テ
当
た
り
前
の
こ

と
を
言
い
な
が
ら
、
ビ
ミ

ョ
ウ
に
ハ
グ
ラ
か
し
て
本

当
の
こ
と
を
言
わ
な
い
。

▼
で
も
首
相
が
ナ
ン
と
言

お
う
と
も
自
衛
隊
員
が
死

ぬ
危
険
・
日
本
国
民
が
ア

ブ
ナ
ク
な
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
こ
れ
で
ナ
ニ
が
平

和
で
安
全
な
も
の
か
、
だ
。

▼
だ
か
ら
日
を
追
う
ご
と

に
反
対
や
も
っ
と
時
間
を

掛
け
ろ
と
い
う
国
民
が
多

く
な
り
、
首
相
の
支
持
率

は
下
が
る
ん
だ
ゼ
。

▼
国
会
の
論
戦
が
進
め
ば

新
し
い
こ
と
が
出
る
の
だ

か
ら
、
そ
れ
以
上
は
知
ら

な
い
で
あ
ろ
う
者
達
の
学

習
会
が
ア
レ
だ
。
自
分
達

が
気
に
く
わ
な
い
新
聞
は

ツ
ブ
セ
、
と
き
た
ネ
ー
。

▼
そ
の
ツ
ブ
シ
方
も
、
広

告
宣
伝
費
が
入
ら
な
い
よ

う
に
財
界
に
手
を
廻
せ
、

と
は
具
体
的
な
モ
ン
ダ
。

▼
終
戦
ま
で
は
大
本
営
発

表
を
知
ら
せ
る
の
が
主
で

報
道
の
自
由
は
な
い
の
だ

か
ら
、
赤
旗
は
出
版
停
止

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

▼
話
は
沖
縄
の
２
新
聞
だ

っ
た
が
、
本
当
は
朝
日
・

毎
日
・
東
京
な
の
だ
と
名

前
を
出
し
た
ん
だ
。

▼
長
年
掛
け
て
教
育
を
変

え
、
秘
密
保
護
法
を
作
り
、

イ
ヨ
イ
ヨ
戦
争
で
き
る
法

律
を
作
れ
ば
、
新
聞
で
本

当
の
こ
と
を
書
か
れ
て
は

困
る
ん
だ
ト
。
彼
等
の
本

音
が
出
た
ん
だ
ゼ
。

▼
そ
ん
な
こ
と
サ
セ
テ
ナ

ル
か
。
廃
案
に
さ
せ
な
く

て
は
、
ナ
ー
み
ん
な
。

（
石
川
）

各
層
・
各
界
の
共
同
も

広
が
り
を
見
せ
、
６
月
24

日
の
国
会
包
囲
行
動
に
法

案
提
出
後
最
大
規
模
の
３

万
人
が
集
ま
っ
た
。
当
地

で
は

日(

火)

時
半
か

28

18

ら
鶴
岡
公
園
で
、
第
２
回

市
民
集
会
が
予
定
さ
れ
多

く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
力
で
、

世
論
調
査
も
「
反
対
」
が

急
増
、
毎
日
は

％
か
ら

53

％
へ
、
共
同
通
信
は

58

11

・
１
ポ
イ
ン
ト
増
、
内
閣

支
持
率
も
不
支
持
が
初
め

て
支
持
を
上
回
っ
た
。

戦争法案「私たちが止める」

運動広がり「反対」急増

―「しんぶん赤旗」を読んで 青山 崇

案
に
反
対
す
る
宗
教
者
の

会
」
を
結
成
、
法
衣
を
着

て
抗
議
行
動
に
参
加
。「
安

全
保
障
関
連
法
案
に
反
対

す
る
学
者
の
会
」
の
ア
ピ

ー
ル
へ
の
賛
同
は
、
１
ケ

月
足
ら
ず
で
８
９
５
２
人

の
広
が
り
。
文
化
人
で
は
、

山
田
洋
次
・
日
野
原
重
明

・
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
ら
が

呼
び
か
け
て
い
る
。
地
方

議
会
で
も
、
３
２
５
議
会

が
反
対
・
慎
重
審
議
の
意

見
書
を
提
出
、
県
議
会
は

岩
手
が
反
対
、
三
重
な
ど

３
県
が
慎
重
審
議
を
議
決

し
て
い
る
。

ま
ず
、
青
年
学
生
、
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ(

シ
―
ル
ズ
＝

自
由
と
民
主
主
義
の
た
め

の
学
生
緊
急
行
動)

は
、
６

月
か
ら
毎
週
金
曜
夜
に
国

会
正
門
前
抗
議
行
動
を
定

例
化
、

日
に
は
１
５
０

10

０
０
人
。
女
性
は
、「
女
の

平
和
」
国
会
ヒ
ュ
ー
マ
ン

チ
ェ
ー
ン
・
女
性
の
レ
ッ

ド
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
と
名

づ
け
、
赤
い
物
を
身
に
つ

け
て
、
パ
レ
ー
ド
、
シ
ー

ル
投
票
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク

な
ど
で
「
一
人
も
戦
争
に

行
か
せ
な
い
」
と
訴
え
て

い
る
。
宗
教
者
は
、
宗
派

を
超
え
て
「
も
う
黙
っ
て

は
い
ら
れ
な
い

戦
争
法

しんぶん赤旗７月９日付

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
は
戦
争

法
案
関
連
ニ
ュ
ー
ス
を
連

日
報
道
し
て
い
る
。
７
月

９
日
付
は
、
見
開
き
２
面

を
使
っ
て
各
層
・
各
界
の

反
対
運
動
を
特
集
し
て
い

る
。

旧東田川郡会議事堂（左）と郡役所（右）


